
 

 

 

 

「ほんとかな？」から始まる新しい知識の世界 

～なぜなにパワーを生かして～ 

◆みなさん、イチゴは好きですか？同じイチゴでも有名な「あまおう」

や奈良県産の「明日香ルビー」など、いろいろな品種がありますね。 

◆畑で作られるイチゴ以外に、「ワイルドストロベリー」と呼ばれる野生の

イチゴがあります。野山にハイキングに出かけた時などに、見かけたことがあるかもし

れません。いわゆる「野いちご」と呼ばれるものです。食べたことはありますか？ 

 

◆さて、その野いちごの中に、「ヘビイチゴ」というものがあります。他の野いちご

と違って「毒があるから食べてはいけない」と言われています。確かに、毒々しい

色をしていますが・・・ 

ヘビイチゴ ＝ 毒があるってほんとかな？ 

           本当に食べてはいけないのかな？ 

◆こんな疑問を持って、ヘビイチゴに本当に毒があるのか、本やインターネットで調べ

た人がいました。調べた結果、ヘビイチゴには毒がないことがわかりました。その人が

実際に食べてみると、毒がないので何ともありません。（味はあんまり…だそうです。） 

 

◆このように、「ヘビイチゴには毒があるから食べてはいけない」など、それが当たり

前のこととして知られている事実でも、実際に調べてみると、事実とは違うことがあり

ます。「ほんとかな？」と思ったら、自分で調べたり考えたりして、勉強すること、深

く考えることが大切なのです。「ほんとかな？」は、“なぜなにパワー”の出発点です。 

そこから“新しい知識の世界”が広がっていくのです。 

 

◆「井の中の蛙、大海を知らず」という言葉があります。「狭い世界で生きていると、

外の世界を知ることができない」というような意味で

す。私たちは、本・インターネット・新聞・ニュース

などで、いつでも外の世界のことを知ることができま

すが、受け身にばかりなっていてはいけません。“な

ぜなにパワー”を生かして、自分から新しい知識を得

ていくように行動してみましょう。 
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